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論 文 の 内 容 の 要 旨

喬木となる果樹においてわい性台木の利用は,省力化や作業性の改善ばかりでなく,早期結

実性,果実の高品質化,病虫害抵抗性や耐干性･耐水性の付与などの効果が期待される｡本論

文は,ナシでは実生選抜法により,リンゴでは国内産野生株の庵抑ぬ加血肌励ね卿榔を用い

た形質転換法によって,それぞれ得られた台木について,これらの繁殖性やわい化効果,耐水

性,早期結実性,果実収量･品質について検討し,ナシ及びリンゴの新しいわい性台木の開発

を目的としたものである｡

本論文の第1章では,ナシのわい性台木の候補として,優れた特性をもつマンシュウマメナシ

(PB)及びカレリアーナ(PC)の自然交雑実生から遺伝的にわい性の系統を選抜した.これらの

実生は,遺伝的に著しいわい化性を示し,栄養繁殖性に優れた系統のものである.このうち,PB

からはSPRBl,SPRB13,SPRB15及びSPRB22の4系統,PCからはSPRC3,SPRC5,

SPRC8,SPRC13,SPRC15及びSPRC20の6系統がそれぞれ選抜された.これらの系統に

接ぎ木した`幸水',`ラ･フランス',`コンファレンス'はわい化したが,果実の生産性や品質は,

台木間で異なった.SPRB15台の`ラ･フランスは著しいわい化性とともに早期結実性を示し,果

実の収量や品質が高かった.さらに,第2章では,果実収量や品質に大きく影響する耐水性に

ついて,SPRB及びSPRC系統を用いて,短期間と長期間の湛水処理により調査した｡その結果,

SPRB15,SPRB22,SPRC15,SPRC20が耐水性が高かった.第1章及び第2章の結果を総合し

て,これらの各系統の台木のなかでも,とくにSPRB15はわい化効果が高く,早期結実性,果実

の収量性･品質に優れており,また耐水性も高いことから,ニホンナシやセイヨウナシの新しい台
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木として期待されると結論した｡

本研究の第3一章では,伽血好古血m物がにより形質転換したリンゴ台木`マルバカイド

ウ,と栽培品種`ふじ,,`王林,の諸特性について検討した｡形質転換体マルバカイドウ(TM)

は対照区の`マルバカイドゲ(M)に比べ,著しくわい化し,樹高,新梢生育が抑制されるととも

に,葉が小型化し,節間も短縮した.休眠枝挿しによる発根率は,TMが73･3%,M が87･0%

であった｡TM台のリンゴ樹は,新梢生育や樹の生育が劣り`,勢定枝重も少なかった.TMのわ

い化程度はM9並であり,TM台の`ふじ'樹はM9台と同程度であった｡TM台では,接木

部の肥厚が観察され,接ぎ木不親和の徴候を示したが,このことが穂木品種のわい化の原因と

関係しているものと考察した.`ふじ,と`王林'の形質転換体は,頂芽優性が打破され,側杖の

伸長が旺盛となり,果実も対照区に比べ大きかった.さらに,第4章では,TMの耐水性をMと

M9を用いて比較した.長期間の湛水処理による障害程度と枯死程度を比較した結果,M9は

耐水性が劣っていたが,TMはMと同程度の強い耐水性を示した.これらの結果を総合し,

マルバカイドウ形質転換体は耐水性が強く,わい化効果も高いことから,リンゴの新しいわい性

台木として期待されると考察した｡

審 査 結 果 の 要 旨

喬木となる果樹においてわい性台木の利用は,省力化や作業性の改善ばかりでな

く,早期結実性,果実の高品質化,病虫害抵抗性や耐干性･耐水性の付与などの効

果が期待される｡本論文は,ナシでは実生選抜法により,リンゴでは国内産野生株

のA卯0ぬe亡edu皿血却卯月eβを用いた形質転換法によって,それぞれ得られた台

木について,これらの繁殖性やわい化効果,耐水性,早期結実性,果実収量･品質

について検討し,ナシ及びリンゴの新しいわい性台木の開発を目的としたものであ

る｡

ナシのわい性台木の選抜には,優れた特性をもつマンシュウマメナシ(PB)及

びカレリアーナ(PC)の自然交雑実生から遺伝的にわい性の系統を選抜し

た.これらの実生は,遺伝的に著しいわい化性を示し,栄養繁殖性に優れた

系統のものである.このうち,PBからはSPRBl,SPRB13,SPRB15 及

び SPRB22の4系統,PCからは･SPRC3,SPRC5,SPRC8,SPRC13,

SPRC15 及び SPRC20の6系統がそれぞれ選抜された.これらの系統

に接ぎ木した`幸水,,`ラ･フランス',`コンファレンス'はわい化したが,

果実の生産性や品質は,台木間で異なった.SPRB15台の`ラ･フランスは

著しいわい化性とともに早期結実性を示し,果実の収量や品質が高かった.

SPRB及びSPRC系統の耐水性を,短期間と長期間の湛水処理により調査し

たところ,SPRB15,SPRB22,SPRC15,SPRC20が耐水性が高かった.こ

れらの各系統の台木のうち,とくにSPRB15はわい化効果が高く,早期結実

性,果実の収量性･品質に優れており,また耐水性も高いことから,ニホン

ナシやセイヨウナシの新しい台木として期待される｡

一方,リンゴでは,4卯ムβC融u皿元卸郎により形質転換したリンゴ台木
`マルバカイドウ,と栽培品種`ふじ',`王林'の諸特性について検討した｡形質

転換体マルバカイドウ(TM)は対照区の`マルバカイドウ'(M)に比べ,著
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しくわい化し,樹高,新梢生育が抑制されるとともに,葉が小型化し,節間

も短縮した.休眠枝挿しによる発根率は,mが73.3%,M が87.0%で

あった｡TM台のリンゴ樹は,新梢生育や樹の生育が劣り,努定枝重も少な

かった.TMのわい化程度はM9並であり,TM台の`ふじ'樹はM9台

と同程度であった｡TM台では,接木部の肥厚が観察され接ぎ木不親和の

徴候を示したが,このことが穂木品種のわい化の原因と関係しているものと

考えられる.`ふじ,と`王林,の形質転換体は,頂芽優性が打破され,■側

枝の伸長が旺盛となり,果実も対照区に比べ大きかった.TMの耐水性をM

とM9を用いて比較した.長期間の湛水処掛こよる障害程度と枯死程度を比

較した結果,M9は耐水性が劣っていたが,TMはMと同程度の強い耐

水性を示した.これらの結果から,マルバカイドウ形質転換体は耐水性が強

く,わい化効果も高いことから,リンゴの新しいわい性台木として期待され

る｡

本研究で得られた上記の成果は,ナシ及びリンゴの新しいわい性台木を開

発するうえで貴重な知見を与えるものであり,今後の実用化につながる研究

として評価される｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究

科の学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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